
平成29年度 京都府立南陽高等学校 学校経営計画（スクールマネジメントプラン）（実施段階）

学校経営方針（中期経営目標） 前年度の成果と課題 本年度学校経営の重点（短期経営目標）

校是の「進取」「敬愛」「雄健」の具現化を ◇ 生徒一人ひとりが目的意識を持って進路実現 ① 個に応じた学習内容の提供及び思考力・判

図り、地域から信頼される質の高い教育を実 を果たした。今後は主体的・自立的に学習し挑 断力・表現力を育成するための指導方法の工

践し、未来の創り手を育成する。そのために、 戦する生徒の育成に向け、さらに教育力の向上 夫改善等、学習指導の充実のための研究・実

を図る必要がある。 践を行う。

① 自ら学ぶ姿勢を有し、自ら高みに挑戦す

る生徒を育て、学力の伸長を図る。 ◇ 文化祭の内容充実をはじめ、中・短期の海外 ② 難関大学進学に向けた組織体制を確立し、

留学や国際交流、ボランティア活動等、生徒の 効果的な学習・進路指導を展開する。

② 特別活動等により、知・徳・体のバラン 主体的な活動が広がった。

スのとれた生徒の育成を図る。 ③ ４つの奨励（部活動、国際交流、ボランテ

◇ 生徒・保護者アンケートに基づき、生徒個人 ィア、コンテスト）を継続し、生徒の主体的

③ 生徒、教職員、保護者が一体となって、 ロッカーの設置やトイレのメンテナンス等の学 ・協働的な活動の機会を増やす。

教育内容の質の向上を図る。 校改善に取り組むことができた。

④ 中高一貫教育校の開校に向けた具体的な検

④ 学研都市の資源を活用しながら、社会の ◇ 日常的な校務の増加や複雑化・困難化が進 討を行い、関係機関と連携しつつ計画的に準

一員としての自覚を持った生徒を育成し、 み、生徒と向き合う時間の確保が課題となって 備を進める。

文化学術研究を実践する学校づくりを進め いる。学習指導や進学指導等に集中できるため

る。 の業務の適正化や生産性の向上が必要である。 ⑤ 情報発信を積極的に行うとともに、生徒・

保護者アンケートや学校関係者評価を活用

し、学習者起点による学校の魅力化を図る。

⑥ ダイバーシティとワークライフバランスに

係る具体的な取組を進める。



㻝／㻤

総合評価時䠖改善策䠄成果䛸課題䠅
総
合
各㡯 総合

個䛻応䛨䛯指ᑟ䛻䛴䛺䛢䜛課題䛾ෆ容及び提供方法䛻䛴い䛶䚸教科会議及び教科主
任会議䛷研究䛩䜛䚹

䠞

高大接⥆改革䛾動向䜢見据え䛯䛂主体的䞉対話的䛷深い学び䛃䛾実現䛻䛴䛺䛜䜛授業䛻
䛴い䛶䚸䛭䛾指ᑟ方法䛾工夫改善䛾䛯䜑䛾研究や実践䜢行う䚹

䠝

中高୍貫教育校開校及び学習指ᑟ要領改訂䜢踏䜎え䛯教育課程䛾検討䞉改善䜢行う䚹 䠞

䠎䚸䠏ᖺ生䜢対象䛻薬物乱用防Ṇ講演会䜢実施䛩䜛䚹 䠝

教職員対象䛾研修会䜢実施䛩䜛䚹 䠝

木津警察署䛸᭶䠍回以上䛾情報交䠄薬物乱用䜢含䜐䠅䜢行う䚹 䠝

部局勧誘立䛶看板䜢効率的䛻設置䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸䝎䝤䝹䜰ッ䝥䝉䝭䝘䞊䛻䛚い䛶䜒各部
䜢紹䛩䜛䚹䜎䛯䚸中庭䝟䝣䜷䞊䝬ン䝇䜢盛䜚上䛢䜛䜘う放送局䛸䛾連携強化䜢図䜛䚹

䠞

様々䛺ྲྀ䜚組䜏や研修会䠄講習会䠅䛻䛚い䛶䛿䚸実施䛾背ᬒ䜢明確䛻䛧䚸肯定的䛛䛴積
極的䛻ྲྀ䜚組䜑䜛䜘う工夫䛩䜛䚹

䠞

生徒会䜢通䛨䛯行事䛻䛚い䛶生徒䛜主体的䛻ྲྀ䜚組䜑䜛䜘う䚸生徒䛾熱意䛻寄䜚添い䛺
䛜䜙寧䛺手㡰䜢踏䜎え䚸計画的䛺指ᑟ䜢行う䚹

䠝

各種奨学金等䛾案ෆ䞉手⥆䛝䜢行う䚹 䠝

人権学習前䛻人権䝙ュ䞊䝇䜢発行䛧䚸ᑟ入䛻役立䛶䜛䚹 䠝

䠍䚸䠏学ᖺ䛷共通䜰ン䜿䞊䝖䜢実施䛩䜛䚹 䠝

土曜学習会や長期休業中䛾㐍学講習䛾ෆ容䜢教科䞉学ᖺ䛸調整䛧䚸学習ෆ容ู䛾講ᗙ
選択䜢実施䛩䜛等個々䛾生徒䛾䝙䞊䝈䛻対応䛧䛯䚸䜘䜚効果的䛺学習指ᑟ䜢実践䛩䜛䚹

B

㐍路情報通信䛾発行䜢定期的䛻行い䚸生徒䛾学習意欲䛾向上䛸維持䛻ດ䜑䚸䝍䜲䝮
䝸䞊䛺情報䜢生徒䞉保護者䛻発信䛩䜛䛣䛸䛷個々䛾生徒䛜抱え䜛課題䛾発見䛸䛭䛾解決
䛾契機䛸䛩䜛䚹

A

難関大学㐍学䛻向䛡䛯学習集団䠄䝏䞊䝮䞉䜺䝸䝺䜸䠅䜢育成䛧䚸㻵㻯T䜢利用䛧䛯学習䛻䛴
い䛶研究䜢深䜑䚸生徒䛾実態䛻応䛨䛯学習指ᑟ䛻䛴い䛶䛾手法䜢柔軟䛻実践䛩䜛䚹

B

㐍路検討会䜢䛸䛚䛧䛶䠏ᖺ学ᖺ団䛸連携䜢さ䜙䛻深䜑䚸学習指ᑟ䞉㐍路指ᑟ䛾協働体制
䜢強化䛩䜛䚹

B

㐍学情報会議䛷情報䜢共᭷化䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸各教科䞉学ᖺ䛷䛾㐍路指ᑟ方針䜢立案䛧䚸
日常䛾学習指ᑟや生徒面談䛻映さ䛫䜛䚹

A

㻲㻵N㻱䝅䝇䝔䝮や䝕䝆䝍䝹サ䞊䝡䝇䛾活用䛻䜘䜚䚸学級担任䞉教科担当者䝺ベ䝹䛷䛾ศ析
䜢充実さ䛫教員集団䛸䛧䛶䛾情報ศ析力䜢高䜑䜛䚹

B

ᖹ成䠎䠕ᖺᗘ䚷京都府立༡陽高等学校䚷学校経営計画䠄䝇䜽䞊䝹マネ䝆䝯ント䝥䝷ン䠅    㻔実施段階㻕䚷

難関大学㐍学䛻向䛡䛯学
習指ᑟ䞉㐍路指ᑟ䛾研究䞉
実践䜢行う䚹

㐍路指ᑟ部

個䛻応䛨䛯学習指ᑟ䛾充
実䜢図䜛䚹

B

B

各種模擬試験䝕䞊䝍䛾共
᭷䛸ศ析䜢行う䚹

䠝

䠞

個䛻応䛨䛯指ᑟ䛻䛴䛺䛢䜛課題等䛻䛴い䛶䛿䚸教科会議䛷議論䛧䚸䛭
䛾内容䜢教科主任会議䛷共有䛷䛝䛯䚹䜎䛯䚸䛂主体的䞉対話的䛷深い学
䜃䛃䛾実現䛻䛴䛺䛜䜛授業䜢テ䞊マ䛸䛧䛶䚸外部講師䛻䜘䜙䛺い教職員
研修会䜢実施䛧䛯䚹
今後䛿䚸高大接⥆改革や新学習指ᑟ要領䚸中高୍貫教育䜢見据え
䛶䚸教育課程䛾検討䞉改善䜢推㐍䛧䚸学習指ᑟ䛾充実䛻䛴䛺䛢䛶い䛟䚹

生徒対象䛾講演会䛚䜘䜃教職員研修䛻䛚い䛶䚸例ᖺ䛸䛿視点䜢変え䛶
講師選出䜢行䛳䛯䚹䜰ン䜿䞊ト結果䛿好評䛷あ䛳䛯䚹

部活動加入䛻あ䛳䛶䛿䚸初期段階䛜重要䛷あ䜛䛯䜑䚸積極的䛺広報活
動䜢工夫䛩䜛必要䛜あ䜛䚹
各種講演会等䛿䚸䛂䞉䞉䞉䜎䛯䛛䛃䛸い䛳䛯応䛻䛺䜙䛺い䜘う実施回数や
内容䛾工夫䛜必要䛷あ䜛䚹
生徒会䛾育成䛻䛿成果䜢感䛨䜛䚹

行䜢通䛧䛶学䜆䛣䛸䛿多い䛜䚸䛂日常䛃䛾中䛷人ᶒ意識䛾高揚䛻䛴䛺
䛜䜛䜘う䛺䚸教員୍人䜂䛸䜚䛾䛻䛨䜏出䜛人ᶒ感覚䛜求䜑䜙䜜䜛䚹
ศ掌䛾各種行䛸䛾連⥆性䜢避䛡䜛必要䛜あ䜛䚹

講習䛾内容䛻䛴い䛶検討䜢重䛽䚸生徒䛾䝙䞊䝈䛻対応䛧䛯実施形態
䛻変更䛧䛯䚹夏期講習䛾課題䜢踏䜎え冬期講習䛚䜘䜃ḟ対策講習䜢
実施䛧䛯䚹㐍路情報通信䛻䜘䜚必要䛺情報䜢適ษ䛺時期䛻発信䛧䛯䚹

難関大学志望者䛻対䛧䛶䚸䜺䝸䝺䜸䜢中心䛻㻵CT䜢活用䛩䜛等䚸新䛯䛺
対策䛻ྲྀ䜚組䜣䛰䚹㐍路検討会䜢通䛨㻟ᖺ担任団䛸協働䛧䛶出願指ᑟ
䛾体制䜢整え䛯䚹

模擬試験䛾ศ析䜢行い学ᖺ団䛸現状䜢共有䛧䚸指ᑟ方針䛻䛴い䛶協議
䛷䛝䛯䚹Fi㼚e やC㼛㼙㼜ass 等䛾活用䜢推㐍䛧䚸教科や学ᖺ䛷䛾指ᑟ䛻
活䛛䛧䛯䚹

評価領域
䠄ศ掌䞉教科領

域䠅
重䚷点䚷目䚷標 ල䚷体䚷的䚷方䚷策

生徒指ᑟ部

薬物乱用䛾根絶

B

教務部

主体的䛺活動䛾充実

人権教育䛾充実

学習指ᑟ䛾充実䜢図䜛䚹 䠞

評価

総合評価

䠝

䠝䠖十ศ達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠞䠖䜋䜌達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠟䠖達成䛷䛝䛶い䜛䛸䛿いえ䛺い䚹䚷䠠䠖䜋䛸䜣䛹達成䛷䛝䛶い䛺い䚹



㻞／㻤

総合評価時䠖改善策䠄成果䛸課題䠅
総
合
各㡯 総合

ᖹ成䠎䠕ᖺᗘ䚷京都府立༡陽高等学校䚷学校経営計画䠄䝇䜽䞊䝹マネ䝆䝯ント䝥䝷ン䠅    㻔実施段階㻕䚷

評価領域
䠄ศ掌䞉教科領

域䠅
重䚷点䚷目䚷標 ල䚷体䚷的䚷方䚷策

評価

総合評価

学ᖺ䛻応䛨䛯健康教育䜢実施䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸救命救急意識䛾高ᥭ䜢図䜛䛯䜑保健委員䞉
部局員代表者䛻対䛧䛶救急処置研修会䜢実施䛩䜛䚹

A

教職員䛾䝇䜻䝹䜰ッ䝥䛾䛯䜑教職員研修会䜢実施䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸救命救急処置䛾䝺ベ䝹
䜰ッ䝥及び意識䛾高ᥭ䜢図䜛䛯䜑ᬑ通救命講習䜢実施䛩䜛䚹

A

最新䛾健康䛻関䛩䜛情報䜢提供䛧䚸生徒自身䛾行動変容䜢ಁ䛩䛯䜑保健室䛰䜘䜚䜢㻝㻜
回発行䛩䜛䚹

A

健康課題䛾᪩期発見䞉᪩期対応䜢図䜛䛯䜑䚸健康観察䞉情報交䜢毎日実施䛩䜛䚹 A

学校適応指ᑟ会議䜢実施䛧䚸共通認識䜢持䛳䛶支援䜢⥅⥆䛩䜛䚹 A

事故災害䛾状況把握䛻ດ䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸事故䜢未然䛻防䛠ྲྀ組䜢推䛧㐍䜑䜛䚹 B

自䜙䛾健康䛻対䛩䜛意識䛾向上䜢図䜛䛯䜑䚸保健委員会䛰䜘䜚䜢㻝㻜回発行䛩䜛䚹 A

生徒及び教職員䛾美化意識䛾向上䜢図䜛䛸䛸䜒䛻学習環境䜢整え䜛䛯䜑䚸美化委員会
䛰䜘䜚䜢㻝㻜回発行䛩䜛䚹

B

䛂広報䛃班䜢新䛧䛟設䛡䚸図書館や委員会活動䛻䛴い䛶䛾情報発信䛾䛯䜑䛾図書委員会
䛰䜘䜚䛂㻲･㻵･㻮䛃䜢学期䛻䠍回発行䛩䜛䚹

䠝

国立国会図書館関西館や地域䛾保育所䛺䛹外部䛸䛾連携䛻䜘䜛企画実施䜢通䛨䛶䚸図
書館やㄞ書䛻䛴い䛶䛾見方䜢広䛢䜛䚹

䠝

中学生向䛡䛾書籍䛸䚸新書䛺䛹ᑠ論文䛻関䛩䜛書籍䜢増や䛩䚹 䠝

䛚䛚䜐䛽学期䛻䠎回䚸教職員向䛡䛾図書館䛰䜘䜚䜢発行䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸各教科䛾需要䜢
調査䛧䛶䚸教科䛻関連䛩䜛書籍䛸䛭䛾展示䜢充実さ䛫䜛䚹

䠞

生徒䛾知的好奇心䛻働䛝
䛛䛡䜛企画展示䜢工夫䛩
䜛䚹

䛂ワン䝪ッ䜽䝇䛃䜢䚸教職員䛻協力依頼䛩䜛䛣䛸䜒含䜑䛶䜘䜚多様䛺䝔䞊䝬䛷作成䛧䚸䜎䛯定
期的䛻更新䛩䜛䚹

䠞 䠝 䠞
図書委員䞉図書部䛻䜘䜛䛂ワンボッ䜽䝇䛃䛿定着䛧䛯䛜䚸展示䛾方䚸
䛾教職員䜈䛾作成依㢗䛺䛹䛷䜎䛰工夫䛾余地䛜あ䜛䚹䜎䛯䚸館内䛾
䛾䝇䝨䞊䝇䜢有効䛻利用䛧䛯企画展示䜒䛥䜙䛻工夫䛧䛯い䚹

日々䛾健康観察や教職員間䛾連携䛻䜘䛳䛶䚸感染症䛾流行やḞ席状
況䜢᪩い段階䛷把握䛧䚸対応䛻ດ䜑䛯䚹担任や䝇䜽䞊䝹䜹䜴ン䝉䝷䞊等
䛸連携䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸学校適応指ᑟ会議䜢通䛨䛶䚸教職員䛾共通理解䜢
深䜑䛯䚹故䜢ᮍ然䛻防䛠䛯䜑䚸啓発等䜢工夫䛧䛶い䛝䛯い䚹

長期休業中䛾校内清掃や䚸日常䛾水質検査䛺䛹䚸学校䛾美化や保健
衛生䜢高䜑䜛䛯䜑活動䛧䛯䚹䛯䜘䜚䛻䛴い䛶䜒䚸季節毎䚸行毎䛻起䛣
䜚う䜛病気や䛡䛜䛻䛴い䛶䚸䛭䛾予防方法䜢含䜑タ䜲䝮䝸䞊䛻発行䛷䛝
䛯䚹

䛂広報班䛃䛻䜘䜛図書委員会䛰䜘䜚䛷情報発信䜢定期的䛻行う䛣䛸䛜䛷
䛝䛯䚹国立国会図書館関西館䛾職員䛾方䜢招い䛶ᗙ談会䜢実施䛧䚸䛭
䛾後䛾見学会䛻䛴䛺い䛰䚹保育所䛸連携䛧䚸絵ᮏ䛾修理や訪問䛸いう
形䛷䛾ボ䝷ンテ䜱䜰䛻ྲྀ䜚組䜣䛰䚹今後䜒䛣䛾䜘う䛺外部䛸䛾䛴䛺䛜䜚䜢
活䛛䛧䛺䛜䜙䚸䜘䜚主体的䛺活動䜢模索䛧䛯い䚹

ᑠ論文㢖出テ䞊マ䜢調査䛧䛶新書䜢充実䛥䛫䛯䚹中学生向䛡䛾書籍䜢
準備䛧䚸効果的䛺ᮏ䛾配置䜢工夫䛧䛶䚸図書館利用䛸関連図書䛾貸䛧
出䛧䛜増加䛧䛯䚹教職員向䛡図書館䛰䜘䜚䛾発行䛿㡰調䛻行え䛯䛜䚸
教科䛾需要䜢䜒䛳䛸掘䜚起䛣䛧䚸書籍䜢䜘䜚充実䛥䛫䛯い䚹

図書委員会䛾活動ෆ容䜢
整理䛧䚸䜘䜚主体的䛺活動
䛻䛴䛺䛢䜛䚹

保健部

図書部

ศ掌や関ಀ機関等䛸䛾
連携

生徒䛾主体的䛺活動䛾充
実

授業等䛷䛾図書館利用䛸
関連図書䛾貸䛧出䛧䜢増加
さ䛫䜛䚹

多様化䛩䜛健康課題䜈䛾
対応

A

䠞

䠝

各学ᖺ毎䛻健康教育䜢実施䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸教職員䛻対䛧䛶䜒䚸䝇䜽䞊䝹
䜹䜴ン䝉䝷䞊䛛䜙例䜢通䛧䛶学䜆研修会䜢実施䛧䛯䚹最新䛾健康䛻
関䛩䜛情報䜢提供䛩䜛䛯䜑䚸保健室䛰䜘䜚䜢発行䛧䚸保健室前䛾掲示
物䜢管理䞉工夫䛧䛶䚸情報提供䛻ດ䜑䛯䚹

A

A

䠝䠖十ศ達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠞䠖䜋䜌達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠟䠖達成䛷䛝䛶い䜛䛸䛿いえ䛺い䚹䚷䠠䠖䜋䛸䜣䛹達成䛷䛝䛶い䛺い䚹



㻟／㻤

総合評価時䠖改善策䠄成果䛸課題䠅
総
合
各㡯 総合

ᖹ成䠎䠕ᖺᗘ䚷京都府立༡陽高等学校䚷学校経営計画䠄䝇䜽䞊䝹マネ䝆䝯ント䝥䝷ン䠅    㻔実施段階㻕䚷

評価領域
䠄ศ掌䞉教科領

域䠅
重䚷点䚷目䚷標 ල䚷体䚷的䚷方䚷策

評価

総合評価

留学経験生徒䜢活用䛧䚸生徒䛜主体的䛻企画䞉運営䛩䜛国㝿交流事業䜢実施䛩䜛䚹 A

学研都市䛺䛹地元䛾企業䞉団体等䛸連携䛧䛶䚸生徒䛜自䜙課題䛾発見䞉解決䛻ྲྀ䜚組䜐
䝥䝻䝆䜵䜽䝖䜢推㐍䛩䜛䚹

B

活力䛾あ䜛生徒䛾表情や活躍䜢全教職員体制䛷㻴P䛻情報発信䛩䜛䚹 A

活躍䛧䛶い䜛生徒自身䛜成果䜢発表䛷䛝䜛場䜢企画䛩䜛䚹 B

大規模工事䛜予定さ䜜䛶い䜛中䚸調整䞉協議䜢踏䜎え䚸教育効果䜢落䛸さ䛺い䜘う䛻図
䜛䚹

A

既存䛾工事䛰䛡䛷無䛟䚸付帯䛩䜛箇所䛻䛚い䛶䜒着手䜈䛸展開さ䛫䜛䜘う働䛝䛛䛡䜛䚹䜎
䛯䚸校ෆ運営費䛸掛䛡合わ䛫䚸誇䜚䛻思え䜛教育環境作䜚䜢構築さ䛫䜛䚹

A

奨学金等䛾ㄝ明会䜢開催䛧䚸寧䛺対応䜢䜒䛳䛶奨学援ຓ䜢ຓ成䛩䜛䚹 A

府子䛹䜒䛾貧困対策推㐍計画䛻則䜚䚸支援䛾充実䛻向䛡生徒把握䞉援ຓ対応等䜢図䜛䚹
生徒指ᑟ部人権ಀ䛸連携䜢深䜑各種奨学金䛾活用䛻ດ䜑䜛䚹

B

技術職員䜢中心䛻点検日䜢設置䛧䚸教職員並び䛻生徒䛾Ᏻ心䞉Ᏻ全䛻ດ䜑䜛䚹 A

危険箇所䛻䛚い䛶䛿䚸᪩急䛻改修䛩䜛䚹 B

ᖺ間修⧋䞉改善୍覧表䜢作成䛧䚸傾向䜢探䜚䚸次ᖺᗘ䜈繋䛢䜛䚹 A

自立䛧䛯人䛸䛧䛶䚸規ᚊ䜢
㔜䜣䛨䚸者䜢思いや䜛心
䜢養う䚹

集合指ᑟ等䜢通䛧䛶集団生活䛾中䛷規ᚊ䜢Ᏺ䜛䛣䛸䛾大ษさ䜢意識さ䛫䜛䚹䜎䛯䚸挨拶
䛾励行䚸者䜈䛾思いや䜚等䜢担任䛜折䛻触䜜䛶ㄝ䛟䚹

C B B

Ｌ䠤䠮や行䚸式等䛾機会䜢捉え䛶䚸時間䜢Ᏺ䜚䚸場䛻䜅䛥わ䛧い態
ᗘ䜢ྲྀ䜜䜛䜘う指ᑟ䛧䛯䚹今後䛿積極的䛻挨拶䜢䛩䜛等社会䛾୍員䛸
䛧䛶必要䛺マ䝘䞊䜢身䛻䛴䛡䜙䜜䜛䜘う指ᑟ䜢⥅⥆䛧䛯い䚹

L㻴R等䛷模試䛾活用䛾方䜢ㄝ明䛧䚸生徒䛜模擬䝔䝇䝖䛷学䜆習慣䜢身䛻䛴䛡䜙䜜䜛䜘
う指ᑟ䛩䜛䚹

A

個々䛾生徒䛜抱え䜛様々䛺問題䜢᪩期䛻発見䛩䜛䛯䜑䛻䚸学期䛻䠍回以上䛾面談䜢行
う䚹

A

広い視㔝䜢持䛱䚸㐍路䛻䛴
い䛶考えさ䛫䜛

㐍路指ᑟ部䛸連携䛧䚸大学䛾授業䜢体験䛷䛝䜛機会䜢設定䛩䜛䚹 C B B
䝥䝻䝣䜵ッサ䞊ビ䝆ット䜢活用䛧䛯䚹関係ศ掌䛸䛾䜘䜚䛝䜑細䛛䛺連携
や䚸前䞉後指ᑟ䛾充実䛜今後䛾課題䛷あ䜛䚹

海外䜈䛾留学希望者䞉経験者䛜増加䛧䛶䛝䛯䚹䜎䛯䚸留学生䜢ཷ入䜜
䛯校内䛷䛾国際交流䛾ྲྀ組䜒定着䛧䛶䛝䛯䚹䜸䞊䝥ン䜻ャン䝟䝇䛺䛹
学校公開䛻䛚䛡䜛主体的䛺生徒䛾活動䛿参加者䛛䜙䜒好評䛷あ䜛䚹

学校行䞉部局䛾活動䛺䛹䛾学校情報䛾発信䛜䛭䜜䛮䜜䛾担当部署
䜘䜚䚸積極的䛻㻴P䛻䜰ッ䝥䛥䜜䜛䜘う䛻䛺䛳䛯䚹活躍䛧䛶い䜛生徒䛜成
果䜢発表䛷䛝䜛場䛾企画䜢ศ掌ᶓ断的䛻䛩䛩䜑䛶い䛝䛯い䚹

大規模改修工䜢限䜙䜜䛯時間䛾中䛷䚸Ᏻ全䜢第୍䛸䛧䚸現教育効果
䜒落䛸䛩䛣䛸䜢䜂䛛え䚸長ᖺ䛾課題䛷あ䛳䛯生徒用ト䜲䝺䛾全面改修
䠄洋式化䠅䜢行䛳䛯䚹
中高୍貫教育校䛾開校䛻向䛡䛶䛿䚸各教科䛸䛾調整䜢㐍䜑䚸物品購
入䞉整備䜢行䛳䛯䚹

奨学金等䛻䛴い䛶䚸適ษ䛺時期䛻案内䛜出来䚸奨学援ຓ䜢ຓ成䛩䜛䛣
䛸䛜出来䛯䚹

日頃䛛䜙Ᏻ心䚸Ᏻ全䜢心䛜䛡点検䜢実施䛧䚸修⧋箇所䛻䛚い䛶䛿᪩期
着手䛩䜛䛺䛹故防Ṇ䛾ྲྀ䜚組䜏䛜出来䛯䚹

模擬試験䛾意義や活用方法䜢折䜚䛻触䜜䛶説明䛩䜛䛸共䛻䚸個々䛾
結果䜢寧䛻ศ析䛧䛶生徒䛻返䛩䛣䛸䛷䚸主体的䛻模擬試験䜢ཷ験
䛧䚸学䜃䛻役立䛶䜛習慣䜢身䛻䛴䛡䛥䛫䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹
䜎䛯䚸家庭䛸䛾連携䜢密䛻䛩䜛䛸共䛻䚸面談等䜢活用䛧䛶個々䛾生徒
䛾実態把握䚸課題解決䛻ດ䜑䛯䚹

企画研究部

校ෆ䛾Ᏻ全䞉Ᏻ心䞉美化䛻
ດ䜑䜛䚹

第䠍学ᖺ部

務部

中高୍貫教育校䛾開校䛻
向䛡䛯滑䛺校ෆ運営䜢
図䜛䚹

就学䛾保㞀䜢充実さ䛫䜛䚹

生徒䛾主体的䞉協働的䛺活
動䛾機会䜢増や䛩䚹

主体的䛻学習䛻ྲྀ䜚組䜏䚸
䜘䜚高い目標䛻向䛛䛳䛶学
び⥆䛡䜛学習習慣䜢身䛻䛴
䛡さ䛫䜛䚹

A

学校情報䜢積極的䛻発信
䛩䜛䚹

B

A

B

A

B

䠝䠖十ศ達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠞䠖䜋䜌達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠟䠖達成䛷䛝䛶い䜛䛸䛿いえ䛺い䚹䚷䠠䠖䜋䛸䜣䛹達成䛷䛝䛶い䛺い䚹



㻠／㻤

総合評価時䠖改善策䠄成果䛸課題䠅
総
合
各㡯 総合

ᖹ成䠎䠕ᖺᗘ䚷京都府立༡陽高等学校䚷学校経営計画䠄䝇䜽䞊䝹マネ䝆䝯ント䝥䝷ン䠅    㻔実施段階㻕䚷

評価領域
䠄ศ掌䞉教科領

域䠅
重䚷点䚷目䚷標 ල䚷体䚷的䚷方䚷策

評価

総合評価

大学調䜉䚸卒業生䛸䛾交流䚸䜸䞊䝥ン䜻ャン䝟䝇䜈䛾参加䛺䛹䚸㐍路希望䛾選択肢䜢広
䛢䜛䛯䜑䛾主体的䛺行動䜢ಁ䛩䚹

B

未来手帳䜢活用䛧䚸自己管理䛩䜛力䜢身䛻䛴䛡さ䛫䜛䚹 B

土曜学習䚸講習や各教科䛛䜙䛾自主課題䜢通䛧䛶䚸ワン䝷ン䜽上䛾課題䛻積極的䛻䝏ャ
䝺ン䝆䛩䜛姿勢䜢身䛻䛴䛡さ䛫䜛䚹

B

予習䚸授業䚸復習䛾サ䜲䜽䝹䜢定着さ䛫䜛䛯䜑学習記録䜢定期的䛻点検䛩䜛䚹 B

学習䛾䛴䜎䛪䛝䜢᪩期䛻発見䛩䜛䛯䜑䛻学期䛻䠍回以上面談䜢実施䛩䜛䚹 B

家庭連絡䜢密䛻䛧䚸家庭䛷䛾様子䜢把握䛧䚸生徒䛾置䛛䜜䛶い䜛状況䜢理解䛧䛯上䛷指
ᑟ䜢行う䚹

B

礼儀䜢身䛻䛴䛡䜛䛯䜑䚸䜎䛯䚸思いや䜚䛾気持䛱䜢表䛩手段䛸䛧䛶䛾挨拶䜢励行䛩䜛䚹 B

多䛟䛾行事や様々䛺活動䛻䛚い䛶企画䛛䜙実行䜎䛷自䜙考え行動䛩䜛機会䜢設定䛩䜛䚹 B

社会䛷必要䛺規範䞉䝬䝘䞊䛜身䛻䛴䛟䜘う䛻䚸担任䛜率先䛧䛶挨拶䜢行う䛸䛸䜒䛻䚸者䜢
思いや䜛大ษさ䜢ㄝ䛟䚹

B

学校行事等䛻䛚い䛶者䛸協力䛩䜛䛣䛸䛻䜘䜚䚸自己䜢高䜑さ䛫䚸自ศ䛾行動䛸ุ断䛻
自信䛜持䛶䜛䜘う䛻䛩䜛䚹

A

䛩䜉䛶䛾教科䜢大事䛻䛧授業第୍䛾姿勢䜢貫䛛䛫䜛䛯䜑䚸学ᖺ部䚸㐍路指ᑟ部䚸教科
担当䛷連携䛧䛯指ᑟ䜢行う䚹

B

定期試験䞉模擬試験䛾結果䜢学ᖺ部䛸教科担当者䛷共᭷䛧䚸何䜢䛩䜉䛝䛛䛜生徒䛻
わ䛛䜛䜘う䛻䛧䚸୍人୍人䛜主体的䛻課題解決䛻向䛛う䛣䛸䜢サ䝫䞊䝖䛩䜛䚹

B

面談䜢各学期䛻䠍回行い䚸個䛻応䛨䛯指ᑟ䛻䜘䜚希望㐍路䛾実現䛻向䛡サ䝫䞊䝖䛩䜛䚹 A

学ᖺ集会や㻴R䛷望䜎䛧いཷ験䛻向䛛う集団䛾あ䜚方䜢ㄝ䛝䚸第୍志望䜢目指䛧䛶最ᚋ䜎
䛷ྲྀ䜚組䜐生徒集団䜢目指䛩䚹

B

教科主任䜢中心䛻各教科䛸䛾連携䜢密䛻䛸䜚䚸全校体制䛷ྲྀ䜚組䜐䚹 B

大学や関西文化学術研究都市䛾研究施設䞉機構等䛸䛾連携䜢図䜚䚸䜘䜚深いྲྀ䜚組䜏ෆ
容䛸䛩䜛䚹

B

探究活動䛾成果䜢研究会や学会等䛾外部䛾場䛷発表さ䛫䚸研究紀要䛸䛧䛶䜎䛸䜑䜛䚹 B

国㝿的䛻発表さ䜜䛶い䜛学術論文䛻触䜜䜛機会䜢持䛱䚸研究紀要䛾要᪨䜢英語䛷書䛟䚹 B

海外䛾高校生䞉大学生䛸英語䜢利用䛧䛶科学研究等䛾交流䜢行う䚹 B

大学調䜉や志望理由書䛾作成䜢通䛧䛶䚸㐍路希望䛻䛴い䛶主体的䛻
調䜉䚸考え䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹今後䛿䝇䜿䝆ュ䞊䝹管理䛺䛹䛧䛳䛛䜚䛷䛝䜛
䜘う䛻指ᑟ䛧䛶い䛟䚹

教科担当䛸連携䜢䛸䜚䚸生徒䛾状況把握䛻ດ䜑䛯䚹学習記録䜢䛴䛡䜛
䛣䛸䛷生徒䛾状況䜢理解䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹

球技大会や遠足䛾計画䚸運営等䛷生徒䛾主体性䜢育成䛧䛯䚹今後䛿
社会䛾୍員䛸䛧䛶䛾マ䝘䞊䜒身䛻䛴䛡䛶い䛟䜘う指ᑟ䛧䛯い䚹

各部署䛾協力䜢得䛶指ᑟ䛧䛯結果䚸日常生活䛷䛾行動や学校行䛷
䛾成果䛻䛚い䛶最高学ᖺ䜙䛧䛥䛜発揮䛥䜜䛯䚹特䛻保護者䛛䜙ᮏ校䛻
入学䛧䛯䛣䛸䛻対䛧䛶高い満足ᗘ䜢得䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹

㐍路指ᑟ部䚸教科担当䛸連携䛧䛶最後䜎䛷指ᑟ䛧䛯䚹チ䞊䝮䜺䝸䝺䜸䛻
䜘䜚主体的䛻学習䛻ྲྀ䜚組䜐上位層䛜形成䛥䜜䚸必要䛺個別指ᑟ等䛻
䜘䜚୍定䛾成果䛜あ䛳䛯䚹ཷ験直前䛻㐌ᮎ䛾自習室䜢確保䛧䛯䚹

生徒䛻伝え䜛内容䛻䛴い䛶部内䛷検討䛸共有䜢図䜚䚸希望㐍路実現䛻
向䛡䛶面談等䛷䛝䜑細䛛䛟指ᑟ䛧䛯䚹生徒䜰ン䜿䞊ト䛷୍定䛾評価䛸
䛺䛳䛶い䜛䚹୍方䛷ཷ験科目䜢䛧䜌䛳䛯䜚䠏学期䛾授業䜢Ḟ席䛩䜛䛺
䛹䚸集団形成䛸䛧䛶課題䛜残䛳䛯䚹

初䜑䛶୍般䛻公開䛧䛶䛾研究発表会䜢実施䛧䚸集大成䛸䛧䛶研究紀要
䜢作成䛧䛯䚹䜎䛯䚸今ᖺᗘ䚸㻞ᖺ生䛸㻝ᖺ生䛾合同䛷䛾活動䜢実施䛧䚸主
体的䛺探究活動䛻向䛡䛶䛾大䛝䛺活動䛾流䜜䜢作䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹

今ᖺᗘ䚸㻝ᖺ生䜢中心䛻学術論文䛻触䜜䜛機会䜢持䛱䚸サ䜲䜶ン䝇英
語䛾学習䛻ྲྀ䜚組䜣䛰䚹㻟ᖺ生䛷䛿要᪨䜢英文䛷書い䛯䚹

第䠎学ᖺ部

㐍路目標䛾決定䛸主体的
䛺行動

第䠏学ᖺ部

最高学ᖺ䛸䛧䛶䛾自覚䜢持
䛱䚸自立的䛻行動䛷䛝䜛䚸
人間性豊䛛䛺生徒䜢育䛶
䜛䚹

サ䜲䜶ン䝇䝸サ䞊
チ科

୍人୍人䛾希望㐍路䛾実
現䜢図䜛䚹

B

A

䛂䝇䞊䝟䞊䜾䝻䞊䝞䝹䝝䜲䝇
䜽䞊䝹䜰䝋䝅䜶䜲䝖校䛃䛸䛧
䛶䚸サ䜲䜶ン䝇英語䛻触䜜
䜛機会䜢持䛴䚹

サ䜲䜶ン䝇Ⅱ䞉サ䜲䜶ン䝇研
究䛾探究活動䜢䚸全校体制
䛷ྲྀ䜚組䜐䚹

A

授業䜢大ษ䛻䛩䜛姿勢

礼儀䚸人䜢思いや䜛心䜢大
ษ䛻䛩䜛集団作䜚

主体的䛻学習䛻ྲྀ䜚組䜐
力䜢高䜑䚸学力䛾向上䜢図
䜛䚹

B

B

B

B

B

䠝䠖十ศ達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠞䠖䜋䜌達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠟䠖達成䛷䛝䛶い䜛䛸䛿いえ䛺い䚹䚷䠠䠖䜋䛸䜣䛹達成䛷䛝䛶い䛺い䚹



㻡／㻤

総合評価時䠖改善策䠄成果䛸課題䠅
総
合
各㡯 総合
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評価領域
䠄ศ掌䞉教科領

域䠅
重䚷点䚷目䚷標 ල䚷体䚷的䚷方䚷策

評価

総合評価

初期指ᑟ䛻䛚い䛶䝎䝤䝹䜰ッ䝥䝉䝭䝘䞊䜢行い䚸高校生䛸䛧䛶䛾予習や復習䛾方法䜢全
体䛻具体的䛻指ᑟ䛩䜛䛣䛸䛻䜘䛳䛶䚸自主的䛺家庭学習䜈ᑟ䛟䚹

B

学ᖺ䞉学科䞉個䛾実態䛾把握䛻ດ䜑䚸䛭䜜䛻応䛨䛯ᑠ䝔䝇䝖や宿題䚸休業中䛾課題䜢工
夫䛩䜛䚹

B

䠏ᖺ間䜢見通䛧䛯ᖺ間計画䜢練䛳䛶課題意識䜢教員間䛷共᭷䛧䚸教材や指ᑟ法䛺䛹連
携䜢密䛻䛧䛶୍貫性䛾あ䜛指ᑟ䜢行う䚹

B

難関校䜢中心䛻入試問題研究会䜢開䛝䚸指ᑟ䛻生䛛䛩方法䜢研究䛩䜛䚹 B

授業䜢通䛨䛶䚸作者やෆ容䛻関連䛧䛯書籍䜢紹䛩䜛䚹 B

感想文や䝇䝢䞊䝏䛺䛹自ศ䛾考え䜢表現さ䛫䜛機会䜢設䛡䚸考え䚸表現䛩䜛態ᗘ䜢養う
䜉䛟言語活動䛾充実䜢図䜛䚹

B

授業や休業中䛾課題䜢通䛨䛶ㄞ書及び図書館利用䜢啓発䛩䜛䚹 B

第䠎学ᖺ設置䛾㻭科目䛻䛚い䛶䚸主任䛸担当者䛜連携䛧䚸䜰䜽䝔䜱䝤䞉䝷䞊䝙ン䜾䜢計画䞉
実行䛧䚸生徒䛜主体的䛻学䜆姿勢䜢養成䛩䜛䛸䛸䜒䛻䚸ෆ容理解䛾深化䜢図䜛䚹䜎䛯䚸教
科会議等䜢活用䛧䚸実施上䛾課題点や評価方法䛻䛴い䛶共᭷䛧䚸実践䛾成果䜢䜎䛸䜑
䜛䚹

䠝

㻭科目以外䛾科目䛻䛚䛡䜛䜰䜽䝔䜱䝤䞉䝷䞊䝙ン䜾䛾実践方法䛻䛴い䛶教科会議等䜢活
用䛧䛶検討䛧䚸ᚋ䛾指ᑟ䛻繋䛢䜛䚹

䠝

教科会議等䜢活用䛧䚸教材や定期試験問題䛾研究や共᭷䜢行う䛣䛸䛷䚸本校䛾地理歴
史科䞉公民科䛸䛧䛶䛾㐍学対策䛾方策䜢確立䛩䜛䚹

䠞

教科会議等䜢活用䛧䚸ᖺᗘ䛾前半䛻複数回ᑠ論文対策䚸䠎次試験対策䛾方法䛻䛴い䛶
検討䛩䜛機会䜢設䛡䚸ᖺᗘᚋ半䛾実㝿䛾指ᑟ䛻繋䛢䜛䚹

䠞

中高６ᖺ間䜢見通䛧䛯教育
ෆ容䛻䛴い䛶研究䛩䜛䚹

中学校社会科䛾各ศ㔝䛾ෆ容䜢整理䞉把握䛧䚸新学習指ᑟ要領䛾動向䛻䜒留意䛧䛴
䛴䚸地理歴史科䞉公民科䛾学習ෆ容䛸䛾整理䞉統合䜢図䜛䚹

䠞

༢元䞉教材䞉課題䛤䛸䛻䚸何䛻重点䜢置い䛶指ᑟ䛩䜛䛾䛛䜢都ᗘ共有䛩
䜛䚹入試問題䛾研究会䛻䛴い䛶䛿䚸ḟᖺᗘ䛿当初䛻開催日時䜢決䜑
䛶実施䛩䜛䚹
学ᖺ間䛷䜒連携䜢密䛻䛩䜛䚹

授業䛾中䛷䛾図書館利用䛜課題䚹
図書館䜸䝸䜶ンテ䞊䝅ョン䛻加え䚸授業䛷䜒図書室や資料䛾活用䛻䛴
い䛶䛾ྲྀ組䜢䛩䜛䚹
ビ䝤䝸䜸䝞ト䝹䛾試䜏䜢授業䛻ྲྀ䜚入䜜䜛䚹

䜰䜽テ䜱䝤䞉䝷䞊䝙ン䜾䛾授業形態䛿教科内䛷定着䛧䛴䛴あ䜛䚹今後䛿
ල体的手法䛸効果䛾研究䜢更䛻行い䚸䛂主体的䞉対話的䛷深い学䜃䛃䛾
䜘䜚䜘い実践䛻繋䛢䛶い䛝䛯い䚹䜎䛯新入試䛻向䛡䛯授業内容䛾構築
䜒更䛻議論䛧䛶い䛝䛯い䚹

教科会䛷各教員䛾授業手法等䛾共有䛜䛷䛝䛯䚹䜎䛯䚸䝉ンタ䞊対策䚸
国公立䠎ḟ試験䛾対策䛸振䜚返䜚䜢共有䛧䚸ḟᖺᗘ䛻向䛡䛶改善䛾方
策䜢練䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹中高୍貫䛾教育課程䛿実施䛩䜛中䛷更䛻検証
䛧䛶い䛟必要䛜あ䜛䚹

䛚䛚䜐䛽達成䛷䛝䛶い䜛䛜䚸授業内容䛾補充䚸あ䜛い䛿䜘䜚高ᗘ䛺内
容䜢求䜑䜛生徒䛻対䛧䚸䛭䜜䛮䜜個別䛷対応䛧䛶い䛟䚹教科䛸䛾䝞䝷
ン䝇䜢見䛺䛜䜙課題䜢設定䛩䜛必要䛜あ䜛䚹

個䛻応䛨䛯指ᑟ䜢㐍䜑䚸䠏
ᖺ間䜢通䛧䛶国語力䛾育
成䞉伸長䜢図䜛䚹

地歴䞉公民科

䜰䜽䝔䜱䝤䞉䝷䞊䝙ン䜾䛾実
施等䚸新入試䜢見据え䛯学
習指ᑟ䜢充実さ䛫䜛䚹

幅広い䝙䞊䝈䛻応䛨䛯䚸多
様䛺ཷ験䛻対応䛷䛝䜛学習
指ᑟ䜢展開䛩䜛䚹

国語科

B

B

B

授業法や教材䛻䛴い䛶䛾
研修䞉交流䜢密䛻䛧䛶䚸難
関大学㐍学指ᑟ䜒視㔝䛻
入䜜教科全体䛾指ᑟ力䛾
向上䜢図䜛䚹

ㄞ書習慣䜢定着さ䛫䚸自䜙
考え䜛力䜢育成䛩䜛䛸同時
䛻䚸自己䛾考え䜢表現䛩䜛
力䜢育成䛩䜛䚹

䠝

䠞

䠝䠖十ศ達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠞䠖䜋䜌達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠟䠖達成䛷䛝䛶い䜛䛸䛿いえ䛺い䚹䚷䠠䠖䜋䛸䜣䛹達成䛷䛝䛶い䛺い䚹
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評価

総合評価

個䛻応䛨䛯適ษ䛺学習指ᑟ䜢行う䛣䛸䛷䚸ᇶ礎的䛺数学力䜢定着さ䛫䜛䛸䛸䜒䛻䚸知的好
奇心䜢䛟䛩䛠䜛䛺䛹䚸個々䛾数学力䛜䜘䜚向上䛩䜛䜘う䛺高ᗘ䛷格調高い授業䜢展開䛩
䜛䚹

B

計算力及び論理的思考力䚸記述力䜢ᇵう授業䜢行う䚹 B

個々䛾生徒䛾数学力䛜向上䛩䜛䜘う䛺自作問題及び主体的䛻授業䛻参加䛷䛝䜛教材䛾
開発䜢行う䚹

B

生徒䛜京都䞉大阪数学コン䝔䝇䝖䜢始䜑䛸䛩䜛コン䝔䝇䝖及び数学検定䛺䛹䜈積極的䛻参
加䛧䚸入賞者及び検定合格者䛜増加䛩䜛䜘う䛺学習指ᑟや掛䛡䜢行う䚹

A

数学䛾魅力や面白さ䛜伝わ䜛䜘う䛺数学通信䛂䠣ＡＬ䠫䠥Ｓ䠄䜺䝻䜰䠅䛃䜢学期䛻䠎回以上発
行䛧䚸䠤䠬等䛷地域䛻䜒発信䛩䜛䚹

A

䠏ᖺ間䜢見通䛧䛯授業䛾㐍ᗘ及び指ᑟ方法䛻䛴い䛶䚸同䛨コ䞊䝇䜢担当䛩䜛教員䛜交流
䛩䜛場䜢㐌䠍回以上設定䛧䚸情報䜢共᭷䛩䜛䚹

A

個々䛾教員䛜難関大学䜢中心䛸䛧䛯大学ู及びศ㔝ู䛾入試問題研究䜢行い䚸䛭䛾成
果䜢教科䛷共᭷䛩䜛場䜢ᖺ䠏回程ᗘ設定䛧䚸日々䛾授業や難関大対策䠄䜺䝸䝺䜸䠅等䛻
活用䛩䜛䚹

B

中高୍貫教育䜢見据え䚸数学䛻䛚䛡䜛６ᖺ間䜢見通䛧䛯教育課程及び組⧊的䛺指ᑟ体
制䛴い䛶検討䛩䜛䚹

B

ᇶ礎学力䛛䜙難関大学入試䛻対応䛷䛝䜛学力䜎䛷䛭䜜䛮䜜䛾個䛻応䛨䛯学習指ᑟ䜢行
い䚸㐍路実現䛻必要䛺学力䜢習得さ䛫䜛䚹

B

実験䞉実習や協働学習䜢通䛨䛶䚸主体的䛻学ぼう䛸䛩䜛姿勢䜢身䛻䛴䛡さ䛫䜛䚹 A

科目主担当䜢中心䛻䚸学ᖺ間や同学ᖺ䛷䛾教員間䛾連携䜢密䛻䛸䜛䚹䜎䛯䚸模擬試験
等䛾結果䜢ศ析䛧䚸教科会議䛻䛚い䛶課題䜢共᭷䛧䚸㐍学指ᑟ䛻生䛛䛩䚹

A

中高୍貫教育䜢見据え䛯中高6ᖺ間䛾教育課程䛾在䜚方䜢検討䛩䜛䚹 B

実験䞉実習䜢通䛧䛶科学的䛺䜒䛾䛾見方䞉考え方䜢養い䚸自然䜢探究䛩䜛手法䜢身䛻䛴
䛡さ䛫䜛䚹

B

学ᖺやศ掌䛸連携䛧䚸サ䜲䜶ン䝇䝸サ䞊䝏科䛻䛚䛡䜛ྲྀ組䛾充実䜢図䜛䛸䛸䜒䛻情報発信
䜢行う䚹

A

探究活動やコン䝔䝇䝖等䜈䛾参加䜢通䛧䛶䚸課題解決䛻主体的䛻ྲྀ䜚組䜐姿勢䜢身䛻䛴
䛡さ䛫䜛䚹

B

サ䜲䜶ン䝇Ⅱ䛾活動䜢中軸䛻䛧䛶䚸普通科䛻䛚い䛶䜒探究型䛾活動䛻
触䜜䜙䜛䜘う䛺工夫䛜必要䛷あ䜛䚹䜎䛯䚸通常授業䛷䛾実験䛻䛚い䛶䜒
効果的䛻実施䛧䛶い䛟䚹

䠏ᖺ間䜢見据え䛯㐍ᗘ䛷計画䜢立䛶䚸授業䛜展開䛷䛝䛯䚹統୍課題䛸
個々䛾生徒䛾様子䛻応䛨䛯課題や補習等䜢行う䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹

京都䞉大阪数学コンテ䝇トや数学検定䜈多数参加䛧䛯䚹コンテ䝇ト䛷䛾
入賞者䛿輩出䛷䛝䛺䛛䛳䛯䚹数学通信䛂䠣䠝ＬＯ䠥䠯䠄䜺䝻䜰䠅䛃䜢発行䛧䚸
生徒䛾興味䞉関心䜢高䜑䛯䚹

担当者間䛷授業䛾㐍ᗘや教授法䛻䛴い䛶十ศ䛻打䛱合わ䛫䛷䛝䛯䚹
個々䛾教員䛷入試問題䛾ศ析䛿䛷䛝䛯䚹更䛺䜛授業力向上䛻向䛡䛶䚸
今後䛿多䛟䛾入試研究会等䛻参加䛷䛝䜛体制䜢整え䛶い䛝䛯い䚹中高
୍貫䛾６ᖺ間䛻向䛡䛶䚸指ᑟ方法䛺䛹䛾工夫䛻䛴い䛶組⧊的䛻䜘䜚୍
層検討䛧䛶い䛟䚹

䜾䝹䞊䝥活動等䛻䜘䜛䜰䜽テ䜱䝤䝷䞊䝙ン䜾䜢ྲྀ䜚入䜜䛶䚸授業改善䛾
研究䜢㐍䜑䛶い䜛䚹䜎䛯䚸土曜学習会䛾有効䛺活用䛜求䜑䜙䜜䜛䚹

各科目䛾成績や模擬試験䛾現状把握䜢行い䚸教科担当者間䛷足並䜏
䜢䛭䜝え䛶指ᑟ䛧䛯䚹今後䛿䚸ศ析結果䜢踏䜎え䛯䚸課題解決䛾䛯䜑䛾
ྲྀ組䜢䛥䜙䛻㐍䜑䛶い䛟䛣䛸䛜必要䛷あ䜛䚹

数学科

個々䛾数学力䜢高䜑䜛授
業䛾充実

数学䜢楽䛧䜏探究䛩䜛精神
䛾育成

個々及び組⧊的䛺教科指
ᑟ力䛾向上

B

A

B

理科

主体的䛺学習䜢ಁ䛧䚸学力
䛾向上䜢図䜛䚹

組⧊的䛺教科指ᑟ䛾体制
䜢確立䛩䜛䚹

生徒䛾主体的䛺探究活動
䜢実施䛩䜛䚹

B

B

B

䠝䠖十ศ達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠞䠖䜋䜌達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠟䠖達成䛷䛝䛶い䜛䛸䛿いえ䛺い䚹䚷䠠䠖䜋䛸䜣䛹達成䛷䛝䛶い䛺い䚹
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総
合
各㡯 総合

ᖹ成䠎䠕ᖺᗘ䚷京都府立༡陽高等学校䚷学校経営計画䠄䝇䜽䞊䝹マネ䝆䝯ント䝥䝷ン䠅    㻔実施段階㻕䚷

評価領域
䠄ศ掌䞉教科領

域䠅
重䚷点䚷目䚷標 ල䚷体䚷的䚷方䚷策

評価

総合評価

自己䛾体力等䛾状況䜢知䜚䚸さ䜙䛺䜛体力向上䜢図䜛䜘うྲྀ䜚組䜎䛫䜛䚹 B

運動䛻関わ䜛原則䚸事故防Ṇ等䜢理解さ䛫䛯上䛷Ᏻ全䛛䛴合理的䛺運動䜢実践さ䛫
䜛䚹

B

薬物乱用䛻䛴い䛶䛾ṇ䛧い知識䜢身䛻䛴䛡䚸適ษ䛺行動䜢䛸䜛䛣䛸䛜䛷䛝䜛態ᗘ䜢養う䚹 B

現代社会䛻䛚い䛶問題䛸䛺䛳䛶い䜛事象䛻䛴い䛶精査䛧䚸将来䛾生活䛻䛴䛺䛢䜛力䜢養
う䚹

B

中学校䛸䛾関連䜢䜅䜎え䚸表現や鑑賞䛾ᇶ礎䞉ᇶ本的事㡯䜢䛧䛳䛛䜚䛸把握さ䛫䜛䚹 B

鑑賞や制作䞉発表䜢通䛧䛶䚸幅広い芸術䛾表現方法䛻䛴い䛶理解䜢深䜑䚸芸術䜢追究
䛩䜛態ᗘ䜢育䛶䜛䚹

B

表現や鑑賞䛾学習䜢通䛧䛶䚸多様䛺芸術䛻䛴い䛶䛾見方䞉考え方䞉䛸䜙え方䠄思考力䞉ุ
断力䞉表現力䠅䜢学び䚸芸術䜢愛好䛩䜛心情䜢育䛶䜛䚹

B

ᇶ礎䞉ᇶ本的ෆ容䛾整理䛸多様䛺表現䛻䛴い䛶研究䛧䚸技能䜢育䛶䜛方法䛻䛴い䛶研
究䜢深䜑䜛䚹

B

日本䛾伝統的䛺芸術䛸西洋䛾伝統的䛺芸術䛾類似点や相違点䜢感ཷ䛧䚸自䜙表現䛩䜛
䛣䛸䛜䛷䛝䜛力䜢養う䚹

B

言語活動䛾拡充䜢図䜚䚸自䜙䛾言葉䛷諸芸術䜢批評䛷䛝䜛心情䜢育䛶䜛䚹 B

研究授業や互見授業㐌間䚸研修会等䜢通䛧䛶䚸教授方法䛺䛹䜢研究䛧䚸授業改善䛻ດ
䜑䜛䚹

B

多角的視㔝䛻立脚䛧䛯䜰䝥䝻䞊䝏䛷学習者䛾知的好奇心䛻迫䜛授業䛻ດ䜑䜛䚹 B

多様䛺芸術䛻䛴い䛶理解䜢深䜑さ䛫䜛䛯䜑䛾鑑賞教材䜢研究䛧䚸䛭䛾充実䛻ດ䜑䜛䚹 B

自己䛾体力䛾現状䜢ṇ䛧䛟理解䛥䛫䚸運動䜈䛾ྲྀ䜚組䜏方䜢考え䛥䛫
䛯い䚹䜎䛯自䛾Ᏻ全䛻䛴い䛶䛥䜙䛻配慮䛷䛝䜛䜘う指ᑟ䜢䛧䛶い䛟䚹

保健䛾授業䛾䜏䛺䜙䛪あ䜙ゆ䜛生活䛾場面䛷䜒自䛾健康䛻䛴い䛶
考え䜛力䜢育成䛧䛶い䛟䚹

芸術䛾諸要素䜢感ཷ䛧自己䛾表現䜢追究䛩䜛姿勢䜢醸成䛩䜛䛜䛷
䛝䛯䚹

基ᮏ的䛺表現技法䚸演奏技能䜢育䛶䜛䛜䛷䛝䛯䚹
個々䛻応䛨䛯適ษ䛺指ᑟ䜢行う䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹

適ษ䛺教材䞉教ල䜢活用䛧䚸ᶓ断的䛺授業䜢展開䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹
様々䛺研修䜢ཷ䛡自己研鑽䛻ດ䜑䛯䚹

保健体育科

自己䛾体力䛾課題䜢見䛴
䛡䚸体力向上䜢図䜛能力䜢
育成䛩䜛䚹

B

健康䚸Ᏻ全䛻行動䜢䛸䜛䛣䛸
䛜出来䜛意識䜢育成䛩䜛䚹

B

芸術科

୍般教養䛸䛧䛶䛾芸術䛾ᇶ
礎䞉ᇶ本䜢把握さ䛫䚸芸術
䜢追究䛩䜛態ᗘ䜢育䛶䜛䚹

ᇶ本的䛺表現技法䚸演奏
技能䜢育䛶䜛䚹

䜘䜚䜘い授業䛻向䛡䛶教材
開発䞉研究䜢行う䚹

B

B

B

䠝䠖十ศ達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠞䠖䜋䜌達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠟䠖達成䛷䛝䛶い䜛䛸䛿いえ䛺い䚹䚷䠠䠖䜋䛸䜣䛹達成䛷䛝䛶い䛺い䚹



㻤／㻤

総合評価時䠖改善策䠄成果䛸課題䠅
総
合
各㡯 総合

ᖹ成䠎䠕ᖺᗘ䚷京都府立༡陽高等学校䚷学校経営計画䠄䝇䜽䞊䝹マネ䝆䝯ント䝥䝷ン䠅    㻔実施段階㻕䚷

評価領域
䠄ศ掌䞉教科領

域䠅
重䚷点䚷目䚷標 ල䚷体䚷的䚷方䚷策

評価

総合評価

学習䛾方䜢具体的䛛䛴⥅⥆的䛻指ᑟ䛧䚸個々䛾目標䜢明確䛻持䛯䛫䚸適ษ䛺課題や
ᑠ䝔䝇䝖䜢与え䛺䛜䜙䚸授業や家庭学習䛻ྲྀ䜚組䜎䛫䜛䚹

A

同科目䛾担当者間䛾連携䜢密䛻䛧䚸䛹䛾䜽䝷䝇䞉講ᗙ䛻䛚い䛶䜒教材や指ᑟ目標等䜢䛭
䜝え䛶䚸学ᖺ全体䛾䝺ベ䝹䠄模試䛾ᖹ均点偏差値等䠅䜢䜰ッ䝥さ䛫䜛䚹

B

生徒個々䛾䝺ベ䝹䛻応䛨䛯指ᑟ䜢䜘䜚効果的䛻䛩䜛䛯䜑䛻䚸授業ෆ容䜢柔軟䛻見直䛧䛴
䛴䚸土曜学習や補習授業䜢習熟ᗘู講ᗙ編成等䛷活用䛩䜛䚹

B

授業䛻䛂ㄞ䜐䛃䛂聴䛟䛃䛂書䛟䛃䛂話䛩䛃䛾四技能䜢ྲྀ䜚入䜜䚸生徒䛜英語䜢使う㔞䜢増や䛧䚸
コ䝭ュ䝙䜿䞊䝅ョン䛻対䛩䜛関心や意欲䜢育䛶䜛䚹

B

留学や海外䛾高校生䛸䛾交流等䚸英語䛻䜘䜛コ䝭ュ䝙䜿䞊䝅ョン䜢実践䛩䜛機会䜢積極
的䛻活用䛩䜛䜘う指ᑟ䛩䜛䚹

B

授業䛷扱䛳䛯ෆ容䛻対䛧䛶䛂自ศ䛿䛹う思う䛾䛛䛃䜢常䛻意識さ䛫䚸自ศ䛾考え䜢英語䛷
話䛧䛯䜚䚸書い䛯䜚䛩䜛機会䜢確保䛩䜛䚹

B

実践的䞉体験的䛺学習䜢通䛧䛶䚸知識䛸技術䛾定着䜢行う䚹 A

䜰䜽䝔䜱䝤䝷䞊䝙ン䜾䜢充実さ䛫䚸客観的思考や者理解䛻ດ䜑さ䛫䜛䚹 B

家庭䛸䛾協力䛻䜘䜛復習䛾機会やᖺ間䜢通䛧䛯⥅⥆的䛺ྲྀ䜚組䜏䜢生徒発信䛻䜘䜚充実
さ䛫䜛䚹

B

生活力䜢高䜑䜛授業䛾充実䛸生徒䛾主体的活動䛾充実䛻ດ䜑䜛䚹 B

中高୍貫教育䜢見据え䚸６ᖺ間䜢見通䛧䛯指ᑟ䛴い䛶検討䛩䜛䚹 B

互見㐌間䜢利用䛧教科䛾指ᑟ法䛛䜙学䜆䛸䛸共䛻䚸客観的䛺視点䜢大ษ䛻䛩䜛䚹 B

情報䛾科学的理解䛸䚸情報䛾集䚸ศ析䚸活用䚸発信等䛾実習䜢通䛧䛶䚸問題䛾発見䛸
䛭䛾解決䛾方法䜢習得䛩䜛䚹

B

将来䚸必要䛸予想さ䜜䜛コン䝢ュ䞊䝍䝸䝔䝷䝅䞊䜢習得さ䛫䜛䚹䜎䛯䚸䝥䝺䝊ン䝔䞊䝅ョン実
習等䜢通䛨䛶コ䝭ュ䝙䜿䞊䝅ョン能力䜢養う䚹

B

䜲ン䝍䞊ネッ䝖䚸電子䝯䞊䝹や携帯電話䛺䛹䛾利便性䛸信憑性䞉危険性䜢理解䚸把握さ䛫
䜛䚹

B

著作権保護䛾㔜要性䜢理解さ䛫䜛䚹 B

教員䛾指ᑟ力䛾向上 情報䛻関䛩䜛最先端䛾ෆ容䛾研究䛸指ᑟ法䛾研修䜢⥅⥆的䛻行う䚹 䠞 B B 研修䜢実践䛩䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹

実践的䞉体験的䛺活動䜢重視䛧䚸特䛻環境的学習䛻䛴い䛶䛿⥅⥆的䛻
家庭䛷䛾定着䜢図䛳䛯䚹

中高୍貫教育䛻䛴い䛶䛾情報集䛸研修䜢行う䛣䛸䛷䚸ḟᖺᗘ䜈䛾見
通䛧䜢立䛶䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹

情報䛾科学的䛺理解等䛻䛴い䛶䛿䚸知識䛸䛧䛶身䛻䛴䛡䛥䛫䜛䛣䛸䛜
䛷䛝䛯䚹䜎䛯䚸䝸テ䝷䝅䞊䛻関䛧䛶䛿䚸現在及䜃将来必要䛸䛺䜛䝺䝧䝹
䛾䜒䛾䜢習得䛥䛫䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹

様々䛺機会䜢利用䛧䛶䚸䜲ンタ䞊ネット利用䛾利便性䚸信憑性䚸危険性
䜢理解䛥䛫䜛䛣䛸䛜䛷䛝䛯䚹

生徒䛾自主性や計画性䜢育䛶䛶い䛟方向䜢探䜚䛴䛴䚸ᑠテ䝇トや課題
提出䜢行䛳䛯䚹各科目䛾担当者間䛾連携䜢䜘䜚密䛻䛧䚸教材や指ᑟ
法䚸学力把握等䛾共有䜢୍層㐍䜑䜛必要䛜あ䜛䚹

特䛻䛂書䛟䛃䛂話䛩䛃活動䜢ྲྀ䜚入䜜䚸テ䜱䞊䝮䞉テ䜱䞊チン䜾以外䛷䜒生
徒䛜英語䜢使う量䛿着実䛻増え䛶䛝䛶い䜛䚹大学入学新テ䝇ト䛻向䛡
䛶䚸四技能䠄五領域䠅䜢䝞䝷ン䝇䜘䛟ྲྀ䜚入䜜䛯授業研究䜢䛥䜙䛻㐍䜑䚸
共有䛧䛶い䛛䛺䛡䜜ば䛺䜙䛺い䚹

対話的䛷深い学䜃䜢䚸効果的䛻学習指ᑟ䛻ྲྀ䜚入䜜䜛䜘う工夫䛧䚸実
践䛻ດ䜑䛯䚹

家庭科

情報科

英語科

ᇶ礎学力䜢定着さ䛫䚸希望
㐍路䛾実現䛻向䛡䛶生徒
䛻学力䛾伸長䜢実感さ䛫
䜛䚹

英語䜢使䛳䛶積極的䛻コ
䝭ュ䝙䜿䞊䝅ョン䜢図䜝う䛸
䛩䜛態ᗘ䜢育成䛩䜛䚹

B

B

情報䛻䛴い䛶科学的䛺見
方や考え方䜢養い䚸活用䛷
䛝䜛知識や技術䜢身䛻修得
さ䛫䜛䚹

B

情報倫理䜢身䛻䛴䛡䚸情報
社会䛻積極的䛛䛴公ṇ䛻
参画䛩䜛態ᗘ䜢育䛶䜛䚹

B

将来䜢想像䛧創造䛧䛶い䛟
自立䛧䛯家庭経営者䛾育
成䜢目指䛩

B

論理的䚸実践的䚸自発的䛺
生徒䛾学び䜢育成䛩䜛

B

教科指ᑟ力䛾向上 B

䠝䠖十ศ達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠞䠖䜋䜌達成䛷䛝䛶い䜛䚹䚷䠟䠖達成䛷䛝䛶い䜛䛸䛿いえ䛺い䚹䚷䠠䠖䜋䛸䜣䛹達成䛷䛝䛶い䛺い䚹



学校関ಀ者
評価委員会
䛻䜘䜛評価

次年度䛻向け䛯改
善䛾方向性

䞉高大接続改革や新学習指導要領へ䛾適応䜢䛩䛩䜑䜛䛸䛸䜒䛻䚸附属中学校第１期生䜢迎え䛶中高一貫校䛾利点や地䛾利䜢活䛛䛧䛯組織的䛺
学校運営体制䜢構築䛩䜛䚹
䞉学校䛜生徒䛻䛸䛳䛶安心䞉安全䛺場所䛷あ䜚䛴䛵け䜛䛯䜑䛻䚸い䛨䜑䛾早期発見や人権教育等䛻䛴い䛶䛾取䜚組䜏䜢充実䛥せ䜛䚹
䞉働䛝方改革䛾䜒䛸䛷学校業務や部活動䛾適正化䜢推進䛧䚸ワ䞊䜽䝷䜲フバ䝷ン䝇䛻ಀ䜛取䜚組䜏䜢具体化䛥せ䜛䚹
䞉䝩䞊䝮䝨䞊䝆䛻䜘䜛情報発信や䚸学校行事等䛾外部へ䛾公開䜢䛥䜙䛻進䜑䛶いく䚹
䞉本校生䛾留学支援䛸䚸海外䛛䜙䛾留学生䛸䛾交流䜢充実䛥せ䚸将来䜾ロ䞊バ䝹䝸䞊䝎䞊䛸䛧䛶活躍䛩䜛生徒䛾育成䛻取䜚組䜐䚹
䞉サ䜲エン䝇䝸サ䞊䝏科䛷体系化䛧䛶取䜚組䜣䛷䛝䛯探究型課題研究䠄サ䜲エン䝇䊠䞉䊡䞉研究䠅䛾ゼ䝭活動䜢更䛻深化䛥せ䜛䛸䛸䜒䛻䚸そ䛾成果䜢
普通科䛾取組䜏へ䛸拡大䜢䜑䛦䛩䚹

䞉自己評価䛾内容䛿䛚䛚䜐䛽妥当䛷あ䜛䚹
䞉生徒䛾主体的活動䜢ಁ䛩䛥䜎䛦䜎䛺活動䜢進䜑䜛こ䛸䛜䛷䛝䛶い䜛䚹実施䛥䜜䛯内容䜢外部へ発信䛧䛶いくこ䛸䛷䚸南陽䛾魅力䛜䜘䜚伝わ䛳䛶い
く䛸考え䜙䜜䜛䚹
䞉今年度䛿䚸特䛻中学校開校䛻向け䛯準備䜢進䜑䛯１年䛷あ䛳䛯䚹生徒募集䛾状況䛛䜙見䛶䚸附属中学䛾教育内容䛻䛴い䛶䛾理解䛿一定得䜙
䜜䛯䛰䜝う䚹次年度以降䚸施設設備䛾䛥䜙䛺䜛整備䚸近隣中学校䛸䛾連携等䛾充実䜢図䛳䛶いく必要䛜あ䜛䚹
䞉生徒䛾内面䛻深く䛛䛛わ䜛䚸い䛨䜑䛾早期発見等䛾取䜚組䜏や人権教育等䛻䛴い䛶䛿䚸䜘䜚い䛳そう䛾充実䛜望䜎䜜䜛䚹
䞉䝎䜲バ䞊䝅テ䜱䛸ワ䞊䜽䝷䜲フバ䝷ン䝇䛻ಀ䜛取䜚組䜏䛻䛴い䛶䛿䚸教職員䛾負担実態䛾把握䜢行い䛺䛜䜙進䜑䛶いく必要䛜あ䜛䚹


